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間 ノ・之 ヲ與 ヘ ブ。然 シ試 験 直 前 二與 ヘ ル モ ノ ハ關係 ナ

シ。 爾叉 各 臓 器 ノ寄 生 贔 、 炎 症 性 疾 患 、皮 膚 病 等 モ腸

内 二蛋 白質 ヲ排 出 ス。著 者 等 ・・本實 験 ヲ爲 ス ニ當 リ種

々 ナル 試 験 ヲ行 ヒ次 ノ如 キ成 績 ヲ示 ス。 實 験 線 職124

例 、 貿 験 動 物 ・・牛 、 馬 、 豚 、羊 等 ナ リ。 此 ノ中陽 性 ヲ

示 セル モ ノ16例 、 陰 性 ナル モ ノ108例 ナ リ。 而 ンテ

陽性 ヲ示 セル モ ノ ・中結 核 性 疾 患 アル モ ノ6例 、健 康

ナ ル モ ノ4例 、他 ノ疾 患 アル モ ノ5例 ナ リ。 陰 性108

例 中健 康 ナル モ ノ50、 結 核 性 疾 患 アル モ ノ26ニ シ

テ他 ハ寄 生 鵡 、炎 症 性 疾 患 等 ア リ。 此 ノ成 績 ヨ リ槻 ル

二本反磨・・結核性疾患ヲ見出スニノ・不適當 ナル ヲ知

ノヒ 更二著者等 ノ登見 セル結核ヲ種類別 トナスニ、肺

及 ビ腸間膜淋巴腺、肺臓、肝臓、腹膜、腸壁等 ノ順ニ

シテ、動物ニアリテハ比較的経過短期間ナル爲 力腸壁

二攣化ヲ來セルモノ少 シ。爾他ノ諸學者 ノ實験成績二

於テモ同様ナル傾向アリ、以上ノ事 ヨリ結核 ノ有無、

更二腸結核 ノ診噺債値・・疑問親サ レ、結核二特異ナル

反鷹ナラズ ト著者ノ・述ブ、叉他 ノ疾患 ノ診断二用 ヒ得

ベキカト言フニ之モ亦否定スル ノミナ リト。

(北研 野中抄♪
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